
出典： ﾅﾚｯｼﾞｷｬﾋﾟﾀﾙﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ (一般社団法人ﾅﾚｯｼﾞｷｬﾋﾟﾀﾙ）

■うめきた２期区域(希望の杜)[2024年先行まちびらき予定]
～「みどり」と「イノベーション」の融合拠点～

■うめきた先行開発区域(グランフロント大阪)[2013.4誕生]
―多様な人々や感動との出会いが新しいアイデアを育むまち―

◆ 年間約５千万人が来場

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

5,300万人

4,930万人

5,353万人
5,255万人

5,483万人
（1日平均15万人）

◆ 新産業創出
京大発ベンチャー GLM ㈱
電気自動車を開発して約100億円の
資金を調達。次世代EVコンセプトカー
をパリモーターショーに出展

■ 世界につながる関西の広域中枢拠点「うめきた」

◆ 海外からの圧倒的な注目度
・6 年間の公式視察件数(ﾅﾚｯｼ゙ ｷｬﾋ゚ ﾀﾙ)

80 カ国 419 団体
・世界各国のエコシステム15機関

と相互連携の覚書を締結

国際的クリエイティブアワードの開催

アジア・アメリカ・ヨーロッパ
など約30か国からのエントリー

◆ 国際交流・人材育成

一般参加者と研究者をつなぐプログラム

大学や企業、研究機関などの研究者と一般
参加者が対話する講座を1万人以上が受講

国際競争力を高め世界をリードするまちづくりの実現

強
化
・
発
展

出典：一般社団法人ナレッジキャピタル・株式会社ＫＭＯ プレスリリース資料（2018.4.18, 2019.3.22）

＜都心に残された最後の一等地＞

うめきた地区 【公園整備】
防災機能を備えた緑豊かなオープンスペー
スの確保による高質な都市空間の演出

【民間開発】 (2018事業者決定)
南街区は国際交流、北街区は
新産業創出の拠点としてバラン
スの取れた都市機能を形成

【JR地下化・新駅設置】(2023開業予定)
地域分断の解消及び踏切除却による
交通の円滑化
関西国際空港への移動時間短縮
（現状約70分から約20分短縮）

【土地区画整理】
民間開発の基盤となる
道路・広場等の整備

･･････土地区画整理事業区域

活
用

(新駅開業後)

世界の人々を惹きつける
比類なき魅力を備えた

「みどり」

新たな国際競争力を獲得し、
世界をリードする

「イノベーション」の拠点

他に類のない
参加型・屋外型
実証フィールド

公園整備

提案時点（2018年5月）のイメージパースであり、今後変更の可能性があります。
提供者：うめきた2期開発事業者

提案時点（2018年5月）のイメージパースであり、今後変更の可能性があります。
提供者：うめきた2期開発事業者

出典：グランフロント大阪プレスリリース資料(2018.4.26)

出典：グランフロント大阪ホームページ

＜多様な出会いをもたらすまち＞

＜知的創造活動の拠点(ナレッジキャピタル)＞

関西の発展を牽引するリーディングプロジェクト


